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1  は  じ  め  に

すず さやかは リポキシゲナーゼを含まず、青臭み

の少ない品種である。

2004年 、秋田県ではすず さやかを奨励品種 (認定

品種)に採用することで、この品種への種千生産体

制を整える必要が生 じた。

この品種の特性を維持するには、出穂期や草姿な

どを重視 したこれまでの採種方法に加 え、子実成分

も重視 した純度確保が重要となつた。

リュウホウが大豆作付けの 87%(2003年 )を 占

める秋田県において、大豆は自殖性作物であるが、

昆虫が花粉を媒介することも示唆 されてお り
1)、
す

ず さやかの自然交雑率調査 と開花期間に資材で被覆

した採種試験を行つたので報告する。

2試 験 方 法

(1)試験圃場

211t13年 5月 23日 、水稲跡園場にすずさやかとリ

ュウホウ等を株間 2∝m畝幅 75cmに 播種 した。供試

品種は図 1に示 した。

(2)交雑の判別

自然交雑の判別には、結実 した種子にリホ
・キンタ
・ナービ

アイツサ'イムの色素退色法
2)を
用いた。

(3)すずさやかの自然交雑率 (試験①)

自然交雑率の調査は縦横 20mの B圃場を用い (図

1)、 すずさやかをリュウホウの株問あるいは畝間に

播種した (図 2)。

(4)被覆資材の子実重への影響 (試験②)

被覆は周囲を花粉源であるリュウホウに囲まれた

3畝を用い、その真ん中の畝にすずさやかを栽培 し、

両側の畝は被覆作業用に空けた。このすずさやかに

高さ 09mの 支柱を立て、畝に沿つて 1区 2m、 2反

復で幅 18mの 黒の寒冷紗あるいは自い不織布で被覆

し、花粉を媒介する虫などから隔離した。被覆は花

粉源の開花始めである 7月 28日 から開花の終 了した

8月 18日 までとした。子実重調査は各区から平均的

な 5株を刈り取り、自然乾燥後子実重を計つた。な

お、対照区は 75cm畝 幅で被覆なしで栽培したすず

さやかである。

3 試験結果及び考察

(1)(試験① )

すずさやかはリュウホウより2週間程度開花が遅

いが、一部開花の重なる期間があつた (図 3)。 両者

間の自然交雑は株間 (リ ュウホウとの距離 20cl l)で

は極めて低い頻度で、リュウホウの畝間にある場合

(リ ュウホウとのllll離 75cm)は 交雑が認められなか

つた (表 1)。  すずさやかの20m以 内にはコスズ

など開花期の近い品種がある (図 1)に もかかわら

ず リュウホウの畝間 (75cm)の すずさやかには交雑

が認められなかった (表 1)。

(2)(試験② )

開花期間を不織布等で被覆 した区の百粒重は、通

常の栽培である対照区とほぼ同じであつた (表 2)。

原原種生産では系統栽培のため株当たりの採種量も

重要であるが、被覆した場合の株当たり子実重は対

照区に比べておよそ 1害1減であつた。

4 ま と め

すずさやかは、本県の主要品種であるリュウホウ

と開花期がずれていることや、大豆自体が自殖性の

ため自然交雑が少ないと考えられる。他の品種から

の距離についても、 20m以 上離すことで品種間の

-79-



東 北 農 業 研 究 第 57 け (2004)

交雑はみられなかつた。

ただし、原原種の場合は極力交雑率を下げる必要

があり、花粉を媒介すると考えられる昆虫から隔離

するため不織布で開花期間中被覆を試みた。結果は、

畝幅を通常の 2倍 としても株当たり採種量は通常の

1割減となるため、系統数を 1割程度増やすことで、

すずさやかの原原種生産に不織布を活用できること

がわかつた。
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図 1 試験圃場の配置と品種別開花期
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図 3 品種別開花期間

注):花粉源のリュウホウまでの距離 (畝幅フ5cm、 株間20crn)

料 :砂を用いた、25℃ 8日間の発芽率
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